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先日､ ひょんなことからある結婚式の披露

宴に出席しました｡ 新婦のお母さんと知りあ
いですが､ 娘さんとは面識が無く､ 披露宴に
招かれるような関係ではありません｡ 新婦側
の招待客数が少なくて困っていると言われ､
いわば助っ人として出席したのです｡ メディ
アを通して､ 結婚式などで家族の代行をする
｢レンタル家族｣ という仕事があると聞いた
ことがありますが､ そういう仕事を必要とす
る事情があることを実感させられる体験でし
た｡
いまどきの披露宴がどんな様子なのか､ 興

味津々でしたが､ 昔とあまり変わっていない
ことに拍子抜けしました｡ 相変わらず ｢親族｣
や ｢両家｣ という言葉が存在感を際だたせて
います｡ けれど､ 他人のわたしが親族のテー
ブルに座っていたように､ その内情にはいろ
いろありそうです｡

かつては家族内にもめ事や喧嘩が起これば､
たしなめたり､ 間に入って調整してくれたり
する身内がいたものでした｡ けれど､ 相談室
で受けるご相談ではそのような人物がいるケー
スはまれです｡ 身内に迷惑をかけたくないと
いう言葉もよく聞きます｡ 頼れる人がいない
からこそ相談機関を利用するということはあ
るでしょうが､ 助け合い､ 頼りにできるよう
な親族の絆が細くなってきているのは確かで
しょう｡ 一方で､ 実家との濃密なつきあいが､
夫婦の争いの火種になることもあります｡ そ
れぞれの実家とどうつきあっていくかは､ 結
婚生活を左右する大きな課題になっています｡
披露宴終盤のスピーチで ｢今後みなさんで

若いふたりを支えてください｣ という言葉が
ありましたが､ 新郎新婦が困ったときに頼れ
る人をぜひ見つけて､ その人に甘えたり激励
されたりしながら､ ふたりの道を切り開いて
いってほしいと願わずにはいられませんでし
た｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)

■古紙再生率100％の再生紙を利用しています｡
■揮発性有機化合物発生の抑止と紙のリサイクル性に優れた ｢大豆インキ｣を使用しています｡
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